
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3睡;翻露軍ZYY戸YJFiF癒頁了ZF了了ｒ15丁－－iHlＩ 百二111３１．５(9)「本当はしたいと思っているができない」と粋えた方にお聞きします。その具体的なI1l1Il1は何ですか。（○はいくつでも） 年齢駒 囮大安堕豆であるｐＨ■である□あまり■哀でないロ重要でない
口陥回答
■ =（
北区（Ｎ厨313）
見珊区（N己363）
大官区（Ｎ宮257）
幅区（Ｎ二202）
中央巴（Ⅱ二207）
油ID区（ＩＩＢ狐8）
脚区（Ｎ=249〉
111ｌｘ（Ｎ宮3il8）
5６．４仕事や家事が忙しくて時lM1がとれないから
気軽にできる珊所がないから
きっかけがないから
お金がかかるから
したいと思う曜日･時間があわないから
身体的に疲れているから
仲川がいないから
身体的に繍理ができないから
したいと思う運動やスポーツ･プログラムがないか
ら
スボーツクラブ等に閲するl月報がないから
無回答
から田■■■■■360
..,＄【；
ら１－皇~■■■293：
；.：！、
から騒逼■ﾛ■■劇27.91
：ｉｌ
ら麗蕊蕊露蕊蕊霞122.6：
艤蕊蕊蕊蕊1〔7.5
霞蕊蕊蕊調117.0
ら騨蕊露蕊鰯168
ないかi蕊蕊19.6｜
がら圏7.9：
脈 0.0
その他鱸１８６：
0１０２０３０４０
地区別
圃
4．今後行ってみたい運､lやスポーツ・レクリエーション活動
今後行ってみたい活動を聞いたところ、「ウォーキング・
散歩」が42.8％、「屋内プールでの水泳」が33.8％、「ハイ
キング」が25.9％、「体操（軽い体操・ラジオ体操など)」
が19.8％、「筋ノルウェイトトレーニング」が１８９％、「サ
イクリング」が18.1％、「アクアピクス・水''１ウォーク」が
16.3％、「スキー・スノーポード」が16.0％などであった。比
較的１８１人で楽しめる運動やスポーツを挙げるものが多かっ
た。
Ｎ＝１１５７
5０６０
(蝋位:96）
3．述動やスポーツ・レクリエーションiilimlのNi要度
全体では「大変愈要である」が119％、「ｉｉｉ要である」が
52.9％、「あまり重要でない」が27.4％、「全く承要でない」
が3.1％であった。運動やスポーツ・レクリエーションiili動
を亟要であると考えるものが半数以上にのぼることが認めら
れた。
性別にみると、「大変Iii要である」がⅦYli14.3％、女性
10.1％､｢並要である｣が男性58.1％､女性50,4％となっており、
艸性の力が重要であると認識するものの割合が高くなってい
る
８
第２６号
(12）あなたは、過去１年間に、スポーツの指導・審判
や大会・イベントの協力など、スポーツに関するボ
ランティア活動にたずさわったことがありますか。
ある力はどのような活動を行いましたか。（○はい
くつでも）
(11）あなたが今後行ってみたいと思う運度やスポーツ・
レクリエーション活動はどれですか。（○はいくつ
でも）
ウオーキング
屋内プールでの水泳
ハイキング
休綴(軽い体操､ラジオ体操など）
筋力｡ウエイトトレーニンゲ
サイクリング
アクアビクス･水中ウォーク
スキー･スノーポード
…~….－－－－－…－１
鰄霞蕊鍵17.たずさわったことはない
チームやクラブの運営や世話
大会やイベントの運営や世話
スポーツの指導
スポーツの審判
スポーツ施設の管理の手伝い
その他
無回答
､５卿ｉ鮴Ｉ「跡Ｉ「伽ｌいＩⅢ’一一』ｉＩｉｉｌ
ＯｌＯ
ヨガ
ゴルフ(コース）
ゴルフ(練習増〉
ボウリング
テニス(硬式）
釣り
バドミントン
卓球
登山
ジョギング･ランニング
太極拳
キャンプ
スクーバダイピング
ダンス(ジャズダンス､社交ダンスなど）
エアロビックダンス
サッカー
フットサル
野球
グラウンドゴルフ
ソフトボール
弓道
Ｎ=2５１３
－－－－－ｉ
0２０４０６０８０
（単位:％）
２，ボランティア活動に取り組みやすくなる方法
「自分ができる内容のものが見つかれば」が50.5％、「活動
を一緒に行う仲間がいれば」２３．１％、「わずかな時間を利用
して参力Ⅱできれば」が228％であった。ボランティア活動に
関心のない人は１１８％と少なく、半数近くの人が自分のでき
る内容のものがみつかればボランティア活動に取り組みやす
くなると考え、全体的に関心の高さが伺われた。また、交通
費や金銭的な報酬への希望は比較的少ないことが認められ
た。
カヌー
バスケットポール
スケート
バレーボール
ソフトテニス(軟式）
屋外プールでの水泳
空手道
､剣道
ゲートポール
３．，３《スリー･オン･スリー）
インラインスケート
柔道
スケートボード
特にない
その他
無回答
(13）どのようになれば、スポーツ指導・審判、クラブ
運営のお手伝いといったボランティア活動に取り組
みやすくなるとお考えですか。（○はいくつでも）
4０５０
（単位:妬）
2０ 3０
第３節スポーツ・レクリエーション活動について
Ｌボランティアの活動状況
「チームやクラブの運営や世話」が39％、「大会やイベン
トの運営や世話｣が3.5％､｢スポーツの指導｣が2.5％､｢スポー
ツの審判」が22％､｢スポーツ施設の管理の手伝い」が1.2％
であった。
埼玉県調査（｢ある」16.4％､｢ない」80.3％）と比較すると、
本市の方がボランティア活動に携わったことのある者の割合
は低くなっている。
全国調査（｢行った」8.5％、「行わなかった」915％）と比
較すると、本市の方がボランティア活動に携わったことのあ
る者の割合が１ポイント程度高くなっている。
自分ができる内容のものがみつかれば
活動を一緒に行う仲間がいれば
50.5
蓋二
＝…■
閏
わずかな時間を利用して参加できれば
活動に必要な知識や技術を事前に習
得できれば
活動にかかる費用(交通費等)が支給
されれば
ボランティア活動には関心がない
少しでも金銭的な報酬があれば
その他
無回答
Ｎ二２５１３
ＯＩＯ２０３０４０５０６０
（単位?％）
９
Ⅱ
８●３３７
９…５２》
》２雫一一一一一Ｎ》ず９６５■９０Ｕ０６Ｌ①４。０００ザ⑪。●ＰＣ中■⑪ザ■■●‐’①●。●０ｓ００。。Ｇ８◇⑪●』⑪●▽◇０？０。□＋０。凸●●●ｃ●●申ら必？『の■寺Ｂ●。⑨■。●
●●０●凸■◆●００○十⑪■□■勺巴■■⑪■●⑪■①６‐ｇｏ９０５■０６ＰＣＣＯｂ●■ザザ。⑨■■４寺●０●０‐□０■■凸‐＋●｜巴。●⑪●●ＱＯｃ●●Ｃｓ。Ｐ■＋⑪■けＳ⑥４０４■の。９６■０６●ひら０●』■わＳ■のＰ
Ｓ●■●Ｐ■巴●冒中ら８９１
川一扣沁一一”１一一皿『：『酎馴’馴雪『『‐郵郵『：》‐恋巫軋；弧覗・咽！》ｉ… 一一．僻…一
一麹
法政大学体育・スポーツ研究センター紀要
第４節スポーツ環境の整備について
Ｌ活動をさらに行ったり、始めるための条件
「スポーツ施設や運動できるスペースが近くにあれば」が
最も多く41.2％、「クラブの会費や施設の利)1]料金が安くな
れば」が32.4％、「ﾉﾘ数|Ⅱ|程度、都合がよいときに参力Ⅱでき
れば」が22.7％であった。
埼玉県調査においても、「スポーツ施設や運動できる
スペースが近くにあれば」と答えた者の割合が最も高く
(50.9％)、本市とほぼ|il様の傾向を示している。
全国調査では、公共スポーツ施設について望むこととして
｢身近で利用できるよう施設数の増力Ⅱ」が最も多く挙げられ
ている。
(15）あなたが、運動やスポーツ・レクリエーション活
動の際に利用する施設はどれですか。（○はいくつ
でも）
山や川などのＩ
鱗空間
２０
(14)あなたはどのような条件が整えば､運動やスポーツ・
レクリエーション活動をさらに行ったり、始めたり
することができると思いますか。（○は３つまで） 山や川などの自
鱗空間
,2６llHi1スポーツ鰭妓や運助で５６スペースが歯<にぁ111ｆ
グラフの会蔚《､聴蚊のり1町I金力《安くなれば…'………篝風圏!=ｌＨＩｍＢＵｍｍ蝋‘ＩｌｉＷｉｌＩ竺竺Ｗｌ１雪雲雪雲199雪?苧｜……瑚冤::::Ⅲ:三三=言言::．｜
…Ｗ(:二霊１W:::二二菫1W9nl1…己｜“,…で…-ソ……,…i蕊蕊:蕊i:ｂ■｜……し……ばi蕊蕊：蕊),４１１
スポーツ……《娩唄にで…鱸3Ｍ
．…川藤;二篭:|:露:駆口｜
円明.ﾅｲﾀｰ胸,…れ…て夜問にｽﾎﾟｰﾂをｲﾃうごﾋﾙ《で…|露鬮4，１
零二Ｗ二W:識'１薦ミニ識:|:ｌｗＪＩスポーツ以外'鳥文化;…どのﾌﾞ｡ｸﾞﾗﾑがあれＩｆ９００ｊ 〃…｜…l蕊懸霞霞i3l1am
…塵酔い６－丁－１バー;バーHij-r;二1二M；
3．公共スポーツ施設の盤Mljにあたり配慮してほしい点
「更衣室やトイレ」が最も多く､515％、次いで、「駐Iに
場」が403％、「スポーツ後に集まれる休憩室、談話室」が
25.8％、「高齢者に配慮した設Iilli」が256％、「飲食施設」が
20.9％であった。
(16）あなたは、市の体育館、プール、テニスコート、
グラウンドなどの公共スポーツ施設の整備（建設・
改修）にあたって、どのような点に配慮してほしい
と思いますか。（○はいくつでも）
更衣室やトイレ
駐車場
スポーツ後に集まれる休憩室･談話室
高齢者に配慮した設備
飲食施股
夜間照明･ナイター設備
障害者に配慮した股備
キッズルーム(託児施設など）
健康やスポーツ傷害に関する相談室
芝生のグラウンド
売店(スポーツ用品･用具など）
観客席
研修･会蟻室
特に無い
無回答
その他
2．利Ⅱ)する施設
活動の際に利用する施設を聞いたところ、「公共の施設」
が38.2％、「公園」が28.7％、「民間の施設」が24.4％、「１１１
や川などの自然空間」20.8％、「自宅周辺の道路」201％、「学
校の施設｣8.9％､｢職場及び周辺の施設｣3.9％であった。また、
｢利１１]していない」と答えた者が151％であった。
地区別にみると、全ての区において、「公共の施設」が最
も利１１}されていることが認められた。
０１０２０３０４０５０６０
（単位:％〉
4．総合型１，域スポーツクラブについて
【Ｉ】総合型地域スポーツクラブの認知
全体では「知っている」が5.3％、「聞いたことはある」が
129％、「知らない」が75.0％であった。
1０
鰯２６り.
(18）前述のような地域のスポーツクラブが近くにあっ
たら、入りたいと思いますか。
Ｏ１ｂＺ隅４(vb６０%８０ヘ100＄
‘性別にみると､総合型地域スポーツクラブを「知っている」
｢聞いたことはある」とした認知の割合はり)性の力が女性よ
りも高く、年齢別にみると、６０代と７０代が高くなっている。
地区別にみると、認知率は浦和区が最も高く21.6％、蛾も
低いのは北区で15.3％となっている。どの地区においても認
知率は２割弱税度であることが認められた。
全体（N毒2513）
男性（N=1103）
女性（N二1410）
１５～10戯（N=107）
２０～29鱗(N雪279〉
３０～39娘(N=454）
４０～49歳(N盲405）
５０～59塵(N二511）
６０～69歳（N=444）
７０～79桟(N=242）
８０蟻以上（N=71）
西区（Ⅱ＝196）
北区（N=313）
見沼区（Ｎ雲363）
大宮区〈N扇257）
桜区（N=202）
中央区（N言207）
浦和区Ｗ芒348）
｛it別
’(17）iii述のような「総合型地域スポーツクラブ」をご存知ですか。い２０、４０、６０＄８い100、 年齢別 図ぜひ入りたいロ条件次簸で入りたいロ入りたくない
ロわからない
DRR回答
全休（N二2513）
繼鰄{:|:M:１W：
怪
7５０
地区別 欄 宗
咽営
緑区（Ｎ房249）
崩区（N薑378）
５，m
⑥知っている
DBHいたことはある
□知らない
ロ領回答
”尿以上（Ｎ=71）
西区川=196）
北已（N=313）
見沼区（N=363）
大宮区（N雲257）
栃区（Ｎ二202）
中央区（N二207）
浦和区（N露3418）
脚区（N=249）
南区（N声378）
【Ⅲ】月会費の希望
総合型地域スポーツクラブにおける妥当な月会費を聞い
たところ、全体では「１１２，０００円以内」が最も多く322％、
次いで「月1,0001]]以内」が25.2％、「月3,000111以内」が
19.4％となっている。性別にみても同様の傾向を示している。
年齢別にみると、「)］1,000円以内」と回答した割合が雄
も高いのが１９歳以下、「月3,000円以内」と回答した割合が
最も高いのが50代であった。
画Nｉ
地区期
【Ⅱ】「総合型地域スポーツクラブ」への加入意向
全体では「ぜひ入りたい」が93％､｢条件次第で入りたい」
が532％、「入りたくない」が8.6％、「わからない」ないが
22.2％であった。
性別にみると、男性では「ぜひ入りたい」が８２％、女性
では「ぜひ入りたい」が11.3％、と、わずかに女性のほうが
加入意向を強く示す者が多いことが認められた。
また、地区別にみると、桜区と中央区のhll入意ｌｉﾘが高いこ
とが認められた。
前述（１）総合型地域スポーツクラブの認知度は２割程度
であるのに対し、加入意向は６割以上であることから、総合
型地域スポーツクラブの認知及び普及が求められていると
いえる。
(19）前述のような地域スポーツクラブにおける月会費
はいくら位が適当と考えますか。
Ｏｏｉ２０、４０、６０Qｂ８畑ｂｌＯＯ、
全体（N=2513）
翻性（N=1103）
女性（N二MIO）
15～19鰯(N言107〉
２０～29殻(N言279）
30～30銭(N二454）
４０～49歳(N宮405）
５０～59歳(N二511）
６０～69歳(N二444）
７０～79蝋(N二242）
８０歳以上（N二71）
内
内
内
内
内
叩刑胆””上
０
０
０
０
０
以
答
叩、皿率、れ回
月
月
月
月
月
そ
無
圃
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
【Ⅳ】教えてもよい、教えることができるスポーツ櫛|]の有無
総合型地域スポーツクラブで、リーダーやコーチとして教
えてもよい．教えることができるスポーツ種目の有無を聞い
たところ､全体では｢ない｣が834％､｢ある｣が7.1％であった。
‘性別でみると、男性の方が教えることができるスポーツ櫛
目を持つ者が多いことが認められた。
１１
769 ｉｆｺﾞマ
P少._ﾛｰﾛｨ霧二三=雪
法政大学体育・スポーツＩＵ１先センター紀要
年齢別でみると、若年層ほど教えることができるスポーツ
種|]を持つ者が多いことが認められた。
(21）健康づくりのための運動やスポーツ・レクリエー
ション活動を振興させるために、さいたま市に今後
どのようなことに力を入れてもらいたいと思います
か。(20)あなたは､前述のような地域スポーツクラブで､リー
ダーやコーチとして教えてもよい．教えることがで
きるスポーツ種目の技術や尊'ⅡⅡilil-lをお持ちです
か。
ｍ２ｍ４０＄６０、８鱗100ヘ
年齢廟にあったスポーツ活動の開発･普及
野外スポーツ活動施設や公園の整備
スポーツに関する情報提供･広報活動
高齢者の健康福祉やスポーツ振興
総合型地域スボーツクラブの育成
各種スポーツ行事･大会･教室の開催
屋内スポーツ施設の整備
学校体育施設の開放･整備
民間施設との連快
医療機関との連腿
スポーツ指導者｡コーチ･審判の育成
スポーツボランティア活動の支媛
障害者スポーツの振興
スポーツ･レクリエーション団体への助成
スポーツに関する医科学的な研究の促進
スポーツに関する国際交流の振興
国際的スポーツ大会の醗致
大学との連携
特にない
その他
4.0
全体（N=2513）
風性（N=1103）
女性（N=ＭＩＯ）
１５～19住(N三107）
２０～29腰(N二279）
３０～39旗(N二454）
４０～49蟻(N冑405）
５０～59麓(Ｎ二511）
６０～69雄(N二$44〉
７０～79逮(N二242）
80超以上（N三Ｗ）
西区（N=196）
北巨（Ｎ二313）
見沼区⑪'二363〉
大宮区（N=257）
膝区（Ｎ二202）
中央区（''二207）
浦和区（N=348）
蝿区（N吾249》
南区（N二378）
｛性別
Ｉ年齢別 回ある□ない
DQR回答
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Ｖ、調査結果のまとめ
蝿
第１節健康や体力について
●８割以止の人が健康や体力に注意を払っている一方で、
８割近くの人が運動不足を感じている。性別では女性
の力が迎動不足を感じており、年齢別では30代が運動
不足を感じている割合が多い。また、地区別では、’１１
央区の人に迎動不足を感じている人が多く、実施率も
最も低い結果となっている。
第５節さいたま市のスポーツ振興への期待・要望
Ｌきいたま市のスポーツ振興への要望
「年齢層にあったスポーツ活動の|刑発･普及」が340％､｢野
外スポーツ活動施設や公園の整備」が28.5％、「スポーツに
関する情報提供・広報活動」が28.1％、「高齢者の健康冊１１：
やスポーツ振興」が259％、「総合型地域スポーツクラブの
育成」が25.4％、「各種スポーツ行事・大会・教室の|)M'''1」
が25.3％、「屋内スポーツ施設の盤ｲilIi」が249％、「学校体
育施設の開放・整備」が21.3％であった。
第２節スポーツやレクリエーション活動について（する）
●現在、遮動やスポーツ・レクリエーション活動を行っ
ている割合は35.7％、行っていない割合が59.3％。`性
別では男性の方が実施率は高く、年齢別では60代の
実施率が高い。また、性・年齢別では８０歳以上の男
性の方が、２０～39歳の女性よりも実施率が高い｡本
調査では現在の運動・スポーツ活動状況を聞いている
ものの、埼玉県及び全国と比較しても実施率は極めて
低くなっている。
●週111以上のスポーツ実施率は本市が28,9％、全国調
査が44,4％と本市の方が１５ポイント稗度低くなってい
る。実施者のうち７割以上の人がなんらかの団体に属
し、特に地域の教室やクラブで活動する人が多い。種
目ではウォーキングを行っている者が多い。
●運動を行っていない者のうち、７割以上の人が本当は
したいと思っているができないとし、そのI1l1lllに仕事
や家事が忙しくて時間がとれないとしている。また、
全体のうち、過半数の人が運動やスポーツの時間を増
1２
弟２６号
やしたいとしており、特に２０代は759％が増やしたい
としている。地区別では、桜区、中央区に増やしたい
と回答するものが多かった。
●全体の６割以上の人が迦動やスポーツは取要であると
考えながらも、６割以上の人が現状の運動やスポーツ
活動に満足していないという傾向がみられた｡今後行っ
てみたいスポーツとしては、ウォーキング、屋内プー
ルでの水泳、ハイキング、体操など、比較的個人で楽
しめるスポーツが多くあがっている。
これに加え、運動やスポーツ活動を「行っている」と答えた
人の約５割の人は「燗やしたいと」と答え、その多くは２０
代～40代に集'１Ｌている。その背景には、今回の調査項|］
にはないが埼玉県は１１１１純県に次いで全国で２番目に平均年
齢が若い県であることにも起因していると考えられる。その
111でも、さいたまTl丁は政令指定都TITになってから毎年人1二1増
力Ⅱの一途たどり、少子化が進む日本の中でも自然増が顕著
に見られる市となっている。（2007年１月～１０月を見ても
7,835人と人口1Mになっている｡）私の周りにも「通勤や子育
てに時間を割かれてスポーツをする時間がとれない」との声
が多く開かれる。我が国のスポーツ振興計画で瓶っている
｢2010年までに国民の週１１皿以_上のスポーツ実施率を５０％
にする」という|=l標に定めているが、さいたま市の実施率は
30％弱と全国平均より１５ポイントも低い。この'''1題をクリ
アーするためにも、さいたまTl丁の２０代～40代をターゲット
にした運動やスポーツ活動が出来るスポーツ環境の盤Iilliが
必要不可欠である。その解決に向けての具体策は気1蛭に行
けるスポーツ施設が身近にあり、その施設には託児所機能を
I111iえる事が重要である。
また、運動やスポーツ活動をさらに行ったり、始める条件と
して「スポーツ施設や運動するスペースが近くにあれば｣「ク
ラブ会費や施設の利用料金が安くなれば」「都合のよい時に
参力Ⅱできれば」「'二1分のレベルや|]的に合ったプログラムを
選べれば」という声が大勢を占めた。このような'''１題を解決
するためにも、多械目、多世代、多様性を備えた住民主導
型の｢総合型地域スポーツクラブ｣の設立が望まれる｡しかし、
調査でも明らかなようにその認知度は２割程度と住民の関心
は低く、その運営を支えるスポーツ・ボランティア活動への
参力11状況は全国平均より上回ってはいるが約１割ときわめて
低い｡このような状況を打開するためにも｢総合型地域スポー
ツクラブ」の普及・育成を計画的に実行する必要がある。
｢TIj民の運動やスポーツ活動」を充実するためにも地域住民
や行政・民間スポーツ団体が力を結集して「地域スポーツ
の振興」に真剣に取り組む時が来たと感じた。私たち氏|Ｈ１
が主導する「さいたま市総合型地域スポーツクラブ推進貝
会」や県のスポーツ広域センターとが連携して市民が運動
やスポーツ活動を行える環境の整Iiiliに取り組み、地域住民
が「この町に住みたい」「住み続けたい」と思うような街づ
くりのきっかけに今回の調査が反映されれば嬉しい。
第３節スポーツ･レクリエーション活動について(ささえる）
●全国調査と比べて、ボランティアの参力Ⅱ率は上回って
おり、過半数が自分のできる内容のものがみつかれば
取り組みやすくなると考えている。
第４節スポーツ環境の整備について
●全体の382％が運動やスポーツのために公共施設を利
用しており、整備にあたり「更衣室やトイレ」「駐車場」
「スポーツ後に集まれる休憩室、談話室」を上位にあげ
ている。
●総合型地域スポーツクラブの認知度は２割種度。６割
以上の人が入りたい意向を示している一方で、リーダー
やコーチとして教えることができる種ロをもつ人は1割
にも満たない。
第５節さいたま市のスポーツ振興への期待・要望
●市へのスポーツ振興の要望では、「年齢層にあったス
ポーツ活動の開発・普及」が340％、「野外スポーツ活
動施設や公園の整備」が285％、「スポーツに関する情
報提供・広報活動」が281％、「高齢者の健康福祉やス
ポーツ振興」が25.9％、「総合型地域スポーツクラブの
育成」が25.4％、「各種スポーツ行事・大会・教室の開
催」が25.3％､｢屋内スポーツ施設の盤llli」が249％､｢学
校体育施設の開放・整Ｉ１Ｗｉ」が21.3％であった。
Ⅵ、おわりに
本調査で明らかになったようにさいたま市のスポーツ環境
は市民が求めるレベルには達していない。調査結采が示す
ように８割以上の人が健康や体力に注意を払っている一方
で、８割近くの人が運動不足を感じている。この数字は全国
平均より１４ポイントも高くなっている。この内容を分析し
てみると、全体の６割以｣この人が運動やスポーツは重要で
あると考えながらも、６割以上の人が現状の運動やスポーツ
活動に満足していないという傾向が見られた。又、さいたま
市の特徴として、運動を行わない７割以上の人が出来ない
理由として「仕事や家事が忙しくて時間が取れない」「気慨
に出来る場所がない」と答えている。特に２０代～４０代が
深刻で「本当はしたいと思っても出来ない」と答えている。
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